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市議会だより ６月
定例会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
や

市
民
の
生
活
を
守
る
た
め
の
補
正
予
算
を
可
決

▪おもな内容▪
P２～５
　●定例会の動き
　●議案等の審議結果
　●意見書
　●人事案件
P６～15
　●質疑・一般質問
　●政務活動費収支報告
P16
　●�新型コロナウイルス感染
症対策のための議会費の
削減について

　●�９月定例会のお知らせ

６
月
定
例
市
議
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
26
日
ま
で
23
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

４
日
に
は
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
２
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
等
議
案
11
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
補
正
予
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
伴
う
学
校
の
臨
時
休
業
等
に
よ
り
深
刻
な
影
響

を
受
け
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の

支
給
や
市
内
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
市
内
商
店
等
で
利

用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発
行
、
小
・
中
・
特

別
支
援
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整
備
な
ど
が
、
そ
の
主

な
内
容
で
す
。

ま
た
、
15
日
、
16
日
及
び
17
日
に
は
、
質
疑
・
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

26
日
に
は
議
案
11
件
を
全
会
一
致
で
可
決
す
る
と
と
も

に
、
市
長
か
ら
追
加
提
案
さ
れ
た
人
事
案
件
１
件
に
つ
い

て
、
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
長
か
ら

国
の
第
２
次
補
正
予
算
の
成
立
に
伴
う
一
般
会
計
補
正
予

算
等
議
案
３
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、
質
疑
を
行
っ
た
後
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
し
、
請
願
１
件
を
採
択
す
る

と
と
も
に
意
見
書
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
議

員
提
案
に
よ
る
議
会
費
削
減
に
係
る
議
案
等
２
件
に
つ
い

て
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

▲ 施設の開園を待つアジサイ（「あじさいフローラみき」  6月17日撮影）
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議案等の審議結果
三木市職員特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について
人事院規則の改正に伴い、新型コロナウイルス感染症から市民等の生命及び健
康を保護するため、感染症防疫に関する作業に従事した職員に感染症防疫手当を
支給できるよう規定を整備する。

可　決
（全会一致）

三木市税条例の一部を改正する条例の制定について
新型コロナウイルス感染症及びそのまん延防止のための措置が納税者に及ぼす
影響を緩和することを目的とした地方税法の改正に伴い、規定を整備する。

可　決
（全会一致）

三木市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について
地方税法の改正に伴い、引用している規定について、条の追加及び条ずれ等整
理を行う。

可　決
（全会一致）

三木市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
マイナンバーを通知する「通知カード」が廃止されるため、通知カードの再発
行手数料についての規定を整理する。

可　決
（全会一致）

三木市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について
県の福祉医療費助成事業実施要綱の一部改正に伴い、低所得者判定基準におけ
る合計所得金額から公的年金等の所得を控除する規定を追加する。

可　決
（全会一致）

条

例

等

６月26日【本会議】
■追加議案（補正予算等）の討論、採決
■議員提案（政務活動費及び期末手当減額の条例改正）の提案説明、採決
■請願の採決　■意見書案の提案・採決　■閉会

６月26日【常任委員会】
■追加議案（補正予算等）の審査
■追加議案（補正予算等）に係る
　審査報告書の検討

６月25日【常任委員会】
■審査報告書の検討

６月19日・22日【常任委員会】
■議案・請願の審査

定例会の動き
６月４日【本会議】
■開会　
■会期決定
■議案の提案説明 

６月26日【本会議】
■議案の採決
■追加議案（人事案件）の提案説明、採決
■追加議案（補正予算等）の提案説明
■追加議案（補正予算等）の質疑
■追加議案（補正予算等）の付託先決定

6月 15日・16日・17日【本会議】
■質疑・一般質問
■議案・請願の付託先決定
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指定管理者の指定について
（三木市民体育館、三木勤労者体育センター、ともえ運動公園、緑が丘スポー
ツ公園、自由が丘北公園、三木グリーンパーク、三木山総合公園、吉川総合公園）
各施設について、令和 2年 7月以降の指定管理者を定めることについて、議会
の議決を求める。

可　決
（全会一致）

財産の取得について
高機能消防指令施設の取得予定価格が条例に定める基準以上となったため、議
会の議決を求める。

可　決
（全会一致）

三木市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
新型コロナウイルス感染症対策の財源に充てるため、市長、副市長及び教育長
の 7月から 12 月までの 6か月間の給料及び 12 月支給の期末手当を 10 分の 1 減
額する特例規定を定める。

可　決
（全会一致）

三木市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて（議員提案）
新型コロナウイルス感染症の影響を受けた子育て世帯への市独自の支援を拡大
する財源として活用できるよう令和 2年度の政務活動費の額を減額する特例規定
を定める。

可　決
（全会一致）

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について（議員提案）
新型コロナウイルス感染症による市民生活や地域経済への影響を考慮し、今後、
一層の支援が必要になると見込まれることから、令和 2年 12 月の期末手当の 10
分の 3を減額する特例規定を定める。

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

予

算
令和２年度三木市一般会計補正予算（第２号）
予算の総額に歳入歳出それぞれ 4億 7,423 万 7千円を追加し、418億 2,559 万 5千

円とする。
（主な内容）
・�新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減少し、住居を失うおそれが生じてい
る方の増加に対応するため、国が支給対象者の拡大及び要件を緩和したことから、
住居確保給付金を増額。� 〔310 万円〕
・�新型コロナウイルス感染症の影響による臨時休校等により、日中一時支援事業等
の障害福祉サービスについて、新たなニーズが発生していることから、サービス
を提供している施設の受入体制の強化や、消毒等に要する経費を支援するため、
補助金を追加。� 〔425 万円〕
・�介護保険特別会計において、消費税 10％への増税による経済的な負担を軽減す
るため、令和元年 10 月から一部実施している市民税非課税世帯の介護保険料の
軽減を拡充することから、保険料の減額分を一般会計から介護保険特別会計に繰
り出すため、繰出金を増額。� 〔3,323 万 3千円〕
・�国の子育て世帯臨時特別給付金の対象外となっている令和 2年 4月、5月生まれ
の児童のいる世帯に対し、児童 1人当たり1万円を支給するとともに、学校の臨
時休業や就労先の休業等により深刻な影響を受けているひとり親家庭に対し、1
世帯当たり3万円を支給するための費用を追加。� 〔1,791 万円〕
・�県からの休業要請や協力依頼に応じた事業所等へ県と協調して支給する経営継続
支援金について、対象範囲が拡大されたことに伴い、県への事業委託料を増額。
� 〔850 万円〕
・�市内の特産品販売所での特産品等の購入時に、同店で利用できるクーポン券の配
布や市内の商店街等で利用できるプレミアム付き商品券の発行などの実施に対す
る補助金を追加。� 〔2,300 万円〕
・�本年 3月に土砂災害特別警戒区域に指定された市有地のうち、民家等に重大な影
響を及ぼす可能性があり、対策が必要と判断された箇所について詳細設計を実施
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令和２年度三木市介護保険特別会計補正予算（第１号）
消費税 10％への増税による負担を軽減するため、介護保険料の減額を行った
ことに伴い、保険料の減額による財源の不足分について、一般会計からの繰入金
を充てることから財源の組み替えを行う。

可　決
（全会一致）

令和２年度三木市学校給食事業特別会計補正予算（第１号）
新型コロナウイルス感染症の拡大による学校の臨時休校に伴い、給食用食材を
キャンセルする必要が生じたことから、食材納品業者に対する補償のための費用
421 万 8 千円を追加し、予算の総額を 2億 8,621 万 8 千円とする。

可　決
（全会一致）

令和２年度三木市下水道事業会計補正予算（第１号）
資本的支出に三木市吉川浄化センターの汚泥脱水機の性能不良のため、汚泥
脱水機を更新するための設計委託料 350 万円を追加し、歳出予算の総額を 49 億
726 万 3 千円とする。

可　決
（全会一致）

可　決
（全会一致）

するため、委託料を追加。� 〔3,100 万円〕
・�兵庫みらい農業協同組合及びみのり農業協同組合からいただいた寄附金を活用し、
新型コロナウイルス感染症の拡大防止のためのマスクや消毒薬等を購入する費用
を追加。� 〔60 万円〕
・�国が進めるGIGAスクール構想の早期実現に向け、令和 3年度から予定していた　
小・中・特別支援学校の全児童・生徒への 1人 1台のタブレット端末の整備を前
倒しで実施するため、追加の 4,669 台の整備費用を追加。�〔3億 7,118 万 6千円〕
・�従来の夏休み期間中に授業を実施することから、給食を提供する必要があるため、
未整備となっている自由が丘小及び緑が丘東小の給食調理場の空調を整備する費
用を追加。� 〔660 万円〕
・�六社屋台保存会から要望があった屋台の改修について、一般財団法人自治総合セ
ンターのコミュニティ助成事業に採択されたことから、補助金を追加。
� 〔250 万円〕
・�学校の臨時休校により、既に発注していた給食用食材を急きょキャンセルしたた
め、食材納入業者に対する補償が必要となったことから、その費用について、全
額を一般会計から学校給食事業特別会計に繰り出すため、繰出金を増額。
� 〔421 万 8千円〕

令和２年度三木市一般会計補正予算（第３号）
予算の総額に歳入歳出それぞれ2億4,099万円を追加し、420億6,658万5千円とする。

（主な内容）
・�三木市議会からの要請を受けて、子育て世帯に対する市独自の支援の対象世帯を
拡大するため、各議員に交付される政務活動費交付金や各委員会の行政視察等に
係る経費を減額。� 〔334 万円〕
・�新型コロナウイルス感染症対策の財源の一部とするため、市長、副市長及び教育
長の給料等を減額。� 〔290 万 2千円〕
・�生活に困窮される方からの相談や住居確保給付金の申請が増加していることから、
新たに事務職員 1名を配置し、相談支援体制の強化を図るための費用を追加。
� 〔151 万円〕
・�認定こども園や保育所、幼稚園、アフタースクール等の各施設において、飛沫防
止パネルやマスク、除菌スプレー等を市が一括で購入し、各施設に配布するため
の費用を追加。� 〔2,000 万円〕
・�国の子育て世帯臨時特別給付金の対象外となっている令和 2年 6月から令和 3年
3月生まれの児童のいる世帯に対し、児童 1人当たり1万円を支給するための費
用を追加。� 〔380 万円〕
・�子育てと仕事を 1人で担う低所得のひとり親世帯のうち、児童扶養手当受給世帯
等に対し、臨時特別給付金を支給するための費用を追加。� 〔6,002 万円〕
・�令和 2年 9月から開始されるマイナポイント事業に合わせ、市独自のポイントを
上乗せするための費用を追加。� 〔5,000 万円〕
・�新型コロナウイルス感染症の影響で落ち込んでいる市内経済を回復させるため、
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令和２年度三木市学校給食事業特別会計補正予算（第２号） 可　決
（全会一致）

市内の商店街等で利用できるプレミアム付きお買い物券の発行について、発行額
を増やせるよう費用を追加。� 〔900 万円〕
・�業務が増加している教職員の負担を軽減するため、小・中・特別支援学校に教職
員の業務を支援するスクール・サポート・スタッフ（教育実習生や新型コロナウ
イルス感染症の影響でアルバイト先が閉店したこと等により困窮している大学生
等の雇用を予定）を配置するための費用を追加。� 〔1,698 万 8 千円〕
・�教室内の換気のためのサーキュレーターの設置や熱中症対策のためのネッククー
ラーの配布、下校時のスクールバスの運行等、学校生活における子どもたちの安
全を確保するための対策に要する費用を追加。� 〔3,962 万 4 千円〕
・�新型コロナウイルス感染症の影響により家計が急変し、就学に係る費用の支払い
が困難となった方について、前年所得による認定に加え、現在の世帯の収入状況
により審査し、就学援助の対象とする費用を追加。� 〔800 万円〕
・�夏休み期間の短縮等により、保護者の負担を軽減するため、増加分の給食費を一
般会計が負担し、夏休み等の給食費を無償とするための費用を追加。
� 〔3,619 万円〕
・�県の新型コロナウイルス感染症対策対処方針で、イベント等の施設収容率は 50％
以内と示されており、三木市文化会館で芸術文化公演等を実施する場合に施設利
用料を市が 2分の 1負担するための費用を追加。� 〔210 万円〕

下記の事項を政府に要望しました。� （令和2年6月26日可決、同日提出）

◆教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元を求める意見書
１ �　子どもたちの教育環境改善のために、計画的な教職員定数改善を推進すること。具体的には、新型
コロナウイルス感染症の終息が見通せない状況が続く中、新学習指導要領の全面実施もふまえ、少人
数学級の着実な推進を図ること。

２ �　教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２分の１に復
元すること。

政 府 に 要 望 （要旨）

人権擁護委員の推薦に同意
任期満了に伴い、森賢一氏（志染町広野）、永尾康代氏（平田）、岩崎良則氏（上の丸町）、
藤田加代子氏（吉川町奥谷）、米村隆氏（細川町豊地）、大北由美氏（志染町青山）を再び推
薦することに同意しました。

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
任期満了に伴い、人権擁護委員の候補者を法務大臣に推薦するにあたり、法律
の定めるところにより議会の意見を求める。

同　意
（全会一致）

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度 2 分の 1 復元をはかるための、
2021 年度政府予算に係る意見書採択の請願

採　択
（全会一致）

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元を求める意見書 可　決
（全会一致）

請
願
意
見
書

人

事
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用
可
能
で
あ
る
が
、
利
用
が
大
型

店
舗
に
集
中
し
な
い
よ
う
、
ど
の

会
員
店
舗
で
も
利
用
で
き
る
「
共

通
券
」
１
万
円
分
と
、
大
型
店
舗

で
は
利
用
で
き
な
い
「
専
用
券
」

２
千
円
分
に
分
け
て
発
行
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
お
買
い
物
券
は
、
１
世

帯
あ
た
り
３
セ
ッ
ト
を
上
限
と
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、
県
の
補
助
金
額
は
、
プ

レ
ミ
ア
ム
分
と
事
務
経
費
分
を
合

わ
せ
た
上
限
１
千
２
０
０
万
円
の

３
分
の
２
に
あ
た
る
８
０
０
万
円

と
、
そ
の
他
事
務
経
費
と
し
て

１
０
０
万
円
の
計
９
０
０
万
円
を

上
限
と
し
て
補
助
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
。

②
平
成
27
年
度
に
実
施
さ
れ
た
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
は
、

プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
、
三
木
地
域

で
３
万
セ
ッ
ト
、
吉
川
地
域
で
５

千
セ
ッ
ト
を
発
行
し
、
利
用
期
間

は
６
か
月
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
こ
の
度
の
事
業
で
は
、

県
の
実
施
要
領
に
従
い
、
１
万
２

千
円
分
を
１
万
円
で
購
入
で
き
る

プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
の
お
買
い
物

券
を
三
木
市
全
域
で
５
千
７
５
０

セ
ッ
ト
発
行
し
、
利
用
期
間
は
10

②
過
去
に
全
市
民
を
対
象
に
実
施

し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の

発
行
数
と
プ
レ
ミ
ア
ム
率
と
の
比

較③
現
在
事
業
の
対
象
店
舗
と
な
っ

て
い
な
い
店
舗
に
対
し
て
の
支
援

④
プ
レ
ミ
ア
ム
率
３
割
・
販
売
数

１
万
セ
ッ
ト
の
商
品
券
を
年
２
回

販
売
す
る
よ
う
予
算
の
拡
充
を
要

望
す
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の

見
解

　
　

①
対
象
店
舗
に
つ
い
て
は
、

三
木
市
商
店
街
連
合
会
を
は

じ
め
三
木
商
工
会
議
所
・
吉
川
町

商
工
会
の
会
員
店
舗
の
う
ち
、
県

の
実
施
要
領
に
基
づ
き
、
小
売
業

や
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
で
、

各
団
体
に
お
い
て
募
集
す
る
予
定

で
あ
る
。
商
店
街
連
合
会
等
に
加

入
す
る
大
型
店
舗
に
つ
い
て
も
利

答

　
　

①
市
内
の
対
象
店
舗
、
大
型

店
舗
の
取
扱
、
１
世
帯
あ
た

り
の
販
売
数
と
県
の
補
助
金
額

一
般
会
計
補
正
予
算

（
商
店
街
お
買
い
物
券
・
ポ
イ

ン
ト
シ
ー
ル
事
業
）

問

▲ みっきぃとくとく・マイナポイント
三木市では市独自のポイントを上乗せし、最大１万円
お得に市内店舗で買物ができます。

質
疑
・
一
般
質
問

　

６
月
15
日
、
16
日
、
17
日
に
質
疑
・
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
８
人
の

議
員
が
質
問
に
立
ち
、
議
案
を
は
じ
め
市
政
全
般
に
わ
た
り
理
事
者
の

考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
の
一
部
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

よ
つ
葉
の
会

�

泉  

雄
太 

議
員

【
質
疑
】

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・�

市
内
学
校
・
就
学
前
施
設

の
再
開

  

・�

市
の
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応

  

・�

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
取
組
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レ
ミ
ア
ム
率
で
事
業
を
実
施
す
る

な
ど
の
支
援
策
も
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
休
業
要
請
が
出
さ
れ
た

企
業
へ
の
支
援
制
度
を
県
が
実
施

し
て
い
る
が
、
県
の
支
援
制
度
で

は
不
足
す
る
と
こ
ろ
へ
の
支
援
策

を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
　

①
市
の
経
済
の
状
況

②
日
本
酒
や
山
田
錦
へ
の
影

響
と
農
業
者
へ
の
影
響

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響

問

月
中
旬
か
ら
12
月
末
ま
で
を
予
定

し
て
い
る
。

③
本
事
業
は
県
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー

を
活
用
し
実
施
す
る
事
業
の
た

め
、
対
象
の
業
種
や
店
舗
が
限
ら

れ
て
い
る
。

　

今
後
、
経
済
対
策
と
し
て
、
プ

レ
ミ
ア
ム
率
20
％
の
商
品
券
の
発

行
数
を
倍
の
１
万
セ
ッ
ト
に
増
や

す
た
め
の
予
算
の
拡
充
や
プ
レ
ミ

ア
ム
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実

施
を
検
討
す
る
。

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
経
済
面
で
の
影
響
は
、
今
後
も

続
く
お
そ
れ
が
あ
り
、
回
復
に
は

長
期
間
を
要
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、
今
回
の
商
店
街
お
買

い
物
券
に
支
援
を
集
中
す
る
の
で

は
な
く
、
追
加
の
支
援
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

予
算
を
拡
充
し
、
次
の
施
策

へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
対

す
る
市
の
見
解
を
問
う
。

　
　

国
が
本
年
９
月
か
ら
25
％
の

プ
レ
ミ
ア
ム
率
で
※
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
事
業
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
そ
れ
に
市
単
独
で

25
％
の
上
積
み
を
し
、
50
％
の
プ

問答

③
妊
婦
へ
の
支
援

④
支
援
基
金
の
創
設

　
　

①
市
が
把
握
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
市
の
経
済
の
状
況
に

関
す
る
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
三
木

市
中
小
企
業
事
業
継
続
支
援
給
付

金
の
申
請
者
の
業
種
と
な
る
。

　

そ
の
内
訳
と
し
て
、
６
月
12
日

時
点
の
申
請
件
数
２
０
０
件
の
う

ち
、
製
造
業
32
件
、
建
設
業
31

件
、
小
売
業
31
件
、
サ
ー
ビ
ス
業

30
件
、
卸
売
業
25
件
、
飲
食
業
21

件
、
運
輸
業
11
件
、
医
療
・
福
祉

業
５
件
、
学
習
支
援
業
４
件
、
不

動
産
業
４
件
、
農
業
２
件
、
そ
の

他
業
種
４
件
と
な
っ
て
い
る
。

②
外
食
産
業
の
一
時
休
業
の
長
期

化
に
伴
い
、
全
国
的
に
日
本
酒
の

需
要
は
落
ち
込
み
、
酒
蔵
の
生
産

量
も
減
少
し
、
令
和
元
年
産
米
持

越
し
在
庫
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
国
及
び
県
は
、
販
売
環
境

の
整
備
、
他
用
途
米
へ
の
支
援
等

を
行
い
、
令
和
元
年
産
の
余
剰
米

の
発
生
を
抑
制
し
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
こ
の
対
策
が
本
年
産
の
買

上
げ
価
格
や
令
和
３
年
産
の
契
約

答

数
量
に
ど
の
程
度
影
響
す
る
か
、

明
確
に
は
分
か
り
か
ね
る
。

　

し
か
し
、
山
田
錦
生
産
量
の
確

保
に
繋
が
る
最
も
効
果
的
な
手
段

は
日
本
酒
の
消
費
拡
大
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
農
業
協
同
組
合
と
の
連

携
強
化
、
行
政
と
酒
造
会
社
と
の

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
図

り
、
Ｐ
Ｒ
強
化
や
イ
ベ
ン
ト
参
画

を
通
し
て
日
本
酒
の
消
費
促
進
に

努
め
て
い
く
。

③
外
出
へ
の
不
安
を
軽
減
す
る
た

め
、
既
に
母
子
健
康
手
帳
を
交
付

済
み
の
方
に
対
し
て
は
、
不
織
布

マ
ス
ク
を
３
月
と
５
月
の
２
度
に

わ
た
り
郵
送
で
配
布
す
る
と
と
も

に
、
３
月
11
日
か
ら
は
、
新
た
に

母
子
健
康
手
帳
を
申
請
に
来
ら
れ

た
方
に
も
マ
ス
ク
を
配
布
し
、
あ

わ
せ
て
発
熱
時
の
対
応
等
に
つ
い

て
掲
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
お

渡
し
す
る
こ
と
で
、
感
染
予
防
の

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
里
帰
り
出
産
の
自
粛
要

請
や
出
産
時
の
面
会
制
限
等
、
妊

婦
の
方
に
は
心
理
的
な
不
安
が
あ

る
た
め
、
助
産
師
等
が
電
話
相
談

や
家
庭
訪
問
を
行
い
、
支
援
し
て

※
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
機
能

を
活
用
し
た
電
子
版
の
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
ま
た
は
ポ
イ

ン
ト
付
与
事
業

公
政
会

�

岸
本 
和
也 

議
員

【
質
疑
】

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響

みき市議会だより176号
令和2年6月 定例会7



い
る
。

　

本
年
６
月
か
ら
産
前
サ
ポ
ー
ト

事
業
と
し
て
、
み
っ
き
ぃ
た
ま
ぴ

よ
サ
ロ
ン
を
開
設
し
、
妊
娠
中
か

ら
の
相
談
及
び
仲
間
づ
く
り
の
体

制
を
充
実
さ
せ
、
安
心
し
て
出
産

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
は
、
迅
速
な
対
応

が
必
要
で
あ
り
、
い
た
だ
い
た
寄

附
金
は
、
対
策
事
業
の
財
源
と
し

て
早
期
に
補
正
予
算
に
計
上
し
た

う
え
で
、
活
用
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

今
後
、
市
民
の
皆
様
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
寄
附
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、

わ
か
り
や
す
い
新
た
な
制
度
の
創

設
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

　

な
お
、
市
外
の
方
か
ら
も
広
く

寄
附
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
使
い
道
と
し
て
、
５

月
18
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
支
援
を
設
け

た
と
こ
ろ
、
約
１
か
月
の
間
に
２

３
７
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
　

特
に
経
済
的
被
害
の
大
き
な

業
種
を
把
握
す
る
客
観
的
な

デ
ー
タ
を
国
や
県
、
各
種
団
体
等

問

か
ら
情
報
の
提
供
を
求
め
て
い
る

か
。
ま
た
、
今
後
求
め
て
い
く
の

か
。

　
　

市
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受

け
た
か
の
指
標
に
な
る
デ
ー

タ
は
得
ら
れ
に
く
い
現
状
だ
が
、

国
の
持
続
化
給
付
金
や
県
の
休
業

支
援
金
に
つ
い
て
の
数
字
を
求
め

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
今
後
も
情

報
収
集
に
努
め
る
。

　
　

マ
ス
ク
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
す
る
こ
と
で
、
妊
婦
へ

の
支
援
が
十
分
で
あ
る
と
考
え
る

か
。

　
　

助
産
師
等
が
妊
婦
の
方
の
相

談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
サ
ー
ビ
ス
等
を

実
施
す
る
な
ど
、
安
心
し
て
妊
娠
、

出
産
を
迎
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が

ま
ず
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

の
中
で
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

答問答

　
　

①
医
療
・
介
護
現
場
へ
の
影

響
と
提
供
体
制
の
強
化
策

②
外
出
自
粛
に
よ
る
高
齢
者
の
孤

立
、
健
康
へ
の
影
響
と
そ
の
対
策

③
児
童
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
の
発
生
・
通

報
状
況
と
防
止
対
策
の
強
化

④
特
殊
詐
欺
、
給
付
金
詐
欺
等
の

発
生
状
況
と
対
策
強
化

　
　

①
介
護
現
場
に
つ
い
て
は
、

県
か
ら
要
請
さ
れ
た
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
自
粛
に
よ
り
、
本
年
４
月
の

通
所
サ
ー
ビ
ス
全
事
業
所
の
収
入

額
は
昨
年
の
同
時
期
と
比
べ
、
約

12
％
の
減
収
と
な
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
対
応
し
た
取
組

問答   

・�

国
の
第
２
次
補
正
予
算
の
三

木
市
の
対
応

  

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
対
応
し
た
取
組

  

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
対
応
し
た
学
校
の
取
組

  

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

応
し
た
災
害
対
策

公
明
党

�
内
藤 

博
史 

議
員

【
質
疑
】

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

▲ �妊婦の方にお渡ししているリーフレット
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医
療
現
場
に
つ
い
て
は
、
家
族

と
の
面
会
や
受
診
の
付
き
添
い
を

制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
受

診
を
控
え
た
患
者
に
対
し
て
電
話

対
応
や
長
期
間
の
薬
の
処
方
を
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
及
び
医
療
機
関
に
対

し
、
マ
ス
ク
３
万
８
千
８
０
０

枚
、
３
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
入
り

の
消
毒
液
78
本
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
３
千
８
６
０
枚
、
グ
ロ
ー
ブ

３
万
８
千
枚
を
提
供
し
、
支
援
を

行
っ
た
。

②
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
買
い
物
代
行

活
動
の
継
続
、
電
話
や
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
で
の
安
否
確
認
を
行
う
と
と

も
に
、
自
宅
で
で
き
る
筋
ト
レ
等

の
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）予
防
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
み
っ
き
ぃ
☆

い
き
い
き
体
操
の
動
画
配
信
に
よ

り
、
高
齢
者
の
生
活
や
健
康
維
持

を
支
援
し
て
い
る
。

③
児
童
虐
待
の
新
規
相
談
件
数

は
、
本
年
３
月
か
ら
５
月
で
は
、

前
年
同
時
期
と
比
べ
て
、
相
談
件

数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
外
出
自

粛
や
臨
時
休
校
等
に
よ
り
、
地
域

や
学
校
で
の
子
ど
も
の
見
守
り
の

機
会
が
減
る
こ
と
か
ら
、
市
の
相

談
員
が
要
支
援
家
庭
に
対
し
て
電

話
や
宅
食
に
よ
る
訪
問
活
動
を
行

い
、
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
、
早

期
対
応
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
通
称
オ
レ
ン
ジ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
を
開
始
し
て
お
り
、

今
後
も
児
童
虐
待
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　

Ｄ
Ｖ
の
新
規
相
談
件
数
は
、
本

年
３
月
か
ら
５
月
で
は
、
前
年
同

時
期
と
比
べ
て
、
ほ
ぼ
同
数
で

あ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴
い
、
夫
婦
共

に
在
宅
と
な
る
こ
と
を
背
景
に
発

生
し
た
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
は
受

け
て
い
な
い
。
警
察
と
も
連
携
を

密
に
し
、
深
刻
な
事
態
に
な
る
前

に
、
三
木
市
Ｄ
Ｖ
相
談
室
で
の
相

談
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
る
。

④
５
月
末
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
特
殊

詐
欺
や
特
別
定
額
給
付
金
詐
欺
に

関
連
し
た
相
談
は
寄
せ
ら
れ
て
い

な
い
が
、
４
月
に
は
医
療
費
の
還

付
金
詐
欺
が
発
生
し
て
い
る
た

め
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
注

意
喚
起
を
す
る
と
と
も
に
、
市
内

を
巡
回
す
る
生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
で
注
意
喚
起
の
放
送
を
行
っ
て

い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
子
ど

も
の
予
防
接
種
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
は
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

　
　

予
防
接
種
時
に
病
院
で
の
感

染
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

自
粛
さ
れ
た
方
が
１
名
お
ら
れ

た
。
本
来
は
期
間
内
に
受
け
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
自
己
負
担
と
な

る
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の
期
間
中

で
あ
っ
た
た
め
、
定
期
接
種
と
し

て
対
応
す
る
方
向
で
調
整
し
て
い

る
。

　
　

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
な
詐

欺
や
不
審
な
電
話
が
発
生
し

や
す
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
る

が
、
固
定
電
話
に
通
話
録
音
装
置

を
設
置
す
る
こ
と
に
対
す
る
補
助

制
度
を
創
設
し
、
詐
欺
を
未
然
に

防
ぐ
対
策
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

三
木
市
が
県
内
に
お
い
て
特

に
詐
欺
被
害
が
多
い
と
は
言

え
な
い
状
況
で
あ
り
、
通
話
録
音

問答問答

▲ �フレイル予防のリーフレット
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装
置
の
貸
し
出
し
や
購
入
費
の
補

助
制
度
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は

予
定
し
て
い
な
い
。

　
　

①
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
市

内
公
共
交
通
機
関
の
影
響

②
国
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
公

共
交
通
機
関（
電
車
・
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
）へ
の
支
援

問

③
市
独
自
の
支
援
の
検
討

　
　

①
神
戸
電
鉄
粟
生
線
に
つ
い

て
は
、
本
年
４
月
及
び
５
月

の
利
用
者
数
が
、
昨
年
の
同
時
期

に
比
べ
、
46
％
と
半
減
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
神
姫
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

緊
急
事
態
宣
言
期
間
に
お
け
る
グ

ル
ー
プ
全
体
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
利

用
件
数
が
、
昨
年
の
同
時
期
に
比

べ
、
約
４
割
の
水
準
に
ま
で
落
ち

込
ん
で
い
る
。

　

更
に
、
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
、

市
内
運
行
事
業
者
へ
聞
き
取
り
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
事
業
者
に
よ
り

幅
が
あ
る
も
の
の
、
本
年
４
月
及

び
５
月
の
利
用
者
数
が
、
昨
年
の

同
時
期
に
比
べ
、
お
お
む
ね
６
割

か
ら
８
割
も
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
を
踏
ま

え
、
鉄
道
事
業
者
及
び
バ
ス
事
業

者
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
運
行
支
援

に
つ
い
て
の
要
望
を
受
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

併
せ
て
、
緊
急
事
態
宣
言
の
解

除
後
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
前
の
利
用
水

準
に
回
復
す
る
見
通
し
が
厳
し
い

旨
の
報
告
も
受
け
て
い
る
。

答

②
本
年
４
月
の
国
に
よ
る
第
１
次

補
正
予
算
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
活
用

で
き
る
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
先
に
市
内
事
業
者
や
市
民
生

活
を
守
る
た
め
に
優
先
的
に
活
用

し
た
。

　

ま
た
、
国
の
第
２
次
補
正
予
算

に
お
い
て
は
、
地
域
公
共
交
通
に

お
け
る
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し

て
、
駅
や
車
両
等
の
衛
生
対
策

や
、
車
内
の
密
度
を
上
げ
な
い
よ

う
配
慮
し
た
運
行
の
実
証
事
業
を

支
援
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。

③
交
通
事
業
者
に
お
い
て
は
、
国

か
ら
の
事
業
継
続
の
要
請
の
も

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
利
用
者
数
の
減

少
や
、
乗
務
員
の
感
染
リ
ス
ク
が

高
ま
る
お
そ
れ
が
あ
る
中
に
お
い

て
も
、
市
民
生
活
の
維
持
と
い
う

社
会
的
責
務
を
果
た
す
た
め
、
公

共
交
通
を
運
行
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
厳
し
い
状
況
が
更
に
続

け
ば
、
路
線
の
維
持
そ
の
も
の
が

困
難
と
な
る
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
と
し
て
は
、
な
ん
ら
か

の
支
援
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
各
交
通
事
業
者

の
実
情
を
十
分
に
把
握
し
た
上

で
、
国
や
県
の
動
向
も
注
視
し
な

が
ら
、
そ
の
支
援
を
検
討
し
て
い

く
。

　
　

交
通
事
業
者
に
対
す
る
固
定

資
産
税
の
減
免
や
標
柱
、
停

留
所
の
上
屋
の
占
用
料
の
減
免
等

の
支
援

　
　

補
助
金
交
付
要
綱
な
ど
一
定

の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
支
援

問答

日
本
共
産
党

�

板
東 
聖
悟 

議
員

【
質
疑
】

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・�

国
・
県
へ
の
要
望

  

・�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
小
・
中
・

特
別
支
援
学
校
の
今
後
の

体
制

  

・�

危
機
管
理
課
の
体
制

  

・�

自
治
会
活
動

  

・�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
公
共

交
通
機
関
（
電
車
・
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
）
へ
の
支
援

  

・�

公
民
館
の
利
用
に
お
け
る
利

用
者
情
報
の
提
出
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を
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
と
考
え

て
い
る
。
現
段
階
に
お
い
て
、
固

定
資
産
税
の
減
免
等
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　

市
内
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
者
が
出
た

場
合
、
保
健
所
に
よ
る
発
表
だ
け

で
、
情
報
が
少
な
い
た
め
市
民
が

不
安
に
感
じ
ら
れ
て
い
る
。
感
染

者
数
の
公
表
を
行
っ
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
が
、
今
後
、
市
内
で
感

染
者
が
出
た
場
合
の
公
表
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

市
内
の
感
染
者
が
出
た
場

合
の
公
表

問

　
　

感
染
症
患
者
の
年
齢
・
性

別
・
職
業
・
居
住
地
・
経
過

症
状
・
濃
厚
接
触
者
（
感
染
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
方
）・
行
動

歴
等
の
聞
き
取
り
調
査
は
、
感
染

症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に

対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
県
が
実
施
し
て
い
る
。

　

患
者
が
住
所
地
な
ど
の
公
表
に

同
意
し
な
い
場
合
は
、
患
者
や
家

族
の
人
権
尊
重
、
個
人
情
報
を
保

護
す
る
上
で
、
加
東
健
康
福
祉
事

務
所
管
内
（
三
木
市
を
含
む
北
播

磨
地
区
５
市
１
町
）
と
い
っ
た
表

現
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

加
東
健
康
福
祉
事
務
所
だ
け
で
な

く
、
ほ
か
の
健
康
福
祉
事
務
所
で

も
同
様
で
あ
る
。

　

公
表
に
つ
い
て
は
４
月
17
日
の

エ
フ
エ
ム
三
木
で
の
放
送
及
び
４

月
20
日
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
動

画
配
信
の
と
お
り
、
市
民
の
暮
ら

し
を
お
び
や
か
し
、
市
民
の
安
全

を
守
れ
な
い
と
市
長
が
判
断
し
た

場
合
は
、
県
の
公
表
内
容
に
か
か

わ
ら
ず
、
市
と
し
て
必
要
な
情
報

を
き
っ
ち
り
と
公
表
す
る
。

　

今
後
、
第
２
波
、
第
３
波
の
影

答

響
に
よ
り
、
市
内
に
感
染
者
が
出

た
場
合
の
公
表
に
つ
い
て
は
県
と

十
分
に
協
議
し
、
対
応
し
た
い
。

　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、

個
人
属
性
等
は
公
表
し
な
い

形
で
感
染
者
の
情
報
を
発
表
す
る

等
、
市
民
の
不
安
を
取
り
除
き
、

実
態
を
正
確
に
把
握
で
き
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
が
、
今
後
は
感
染

者
の
情
報
を
発
表
さ
れ
て
い
る
県

内
の
町
と
同
じ
よ
う
に
し
て
は
ど

う
か
。

　
　

感
染
者
の
公
表
に
つ
い
て
は
、

県
が
法
律
に
基
づ
い
て
実
施

し
て
お
り
、
公
表
さ
れ
て
い
る
市

町
に
つ
い
て
も
、
市
町
単
独
で
発

表
し
た
の
で
は
な
く
、
県
が
当
該

感
染
者
等
に
同
意
を
得
た
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
原
則
、
感
染
症
対
策
は

県
の
所
管
で
あ
る
が
、
政
令
市
や

中
核
市
に
お
い
て
は
、
保
健
所
機

能
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
市
に

お
い
て
は
、
市
か
ら
発
表
さ
れ
て

い
る
。

　

市
民
か
ら
、
感
染
者
の
公
表
を

望
む
声
が
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て

い
る
が
、
公
表
す
る
に
は
本
人
の

問答

同
意
を
得
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

小
規
模
な
市
町
に
お
い
て
、
個
人

が
特
定
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場

合
は
公
表
し
な
い
と
す
る
県
の
方

針
が
あ
る
た
め
、
本
人
の
同
意
が

得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
住
所
地
非

公
表
や
、
健
康
福
祉
事
務
所
管
内

と
い
っ
た
発
表
と
な
っ
て
い
る
。

　

実
際
、
小
規
模
な
市
町
で
は
、

個
人
が
特
定
さ
れ
や
す
く
な
り
、

い
じ
め
や
風
評
被
害
に
つ
な
が
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
県
の

方
針
は
理
解
し
て
い
る
。

　

今
後
、
市
民
の
暮
ら
し
を
お
び

や
か
し
、
市
民
の
安
全
を
守
れ
な

三
木
新
党

�

堀  

元
子 
議
員

【
一
般
質
問
】

  

・�

学
校
に
お
け
る
今
後
の
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
と
そ
の
影
響

  

・�

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
経
済
対
策

  

・�

災
害
発
生
時
の
避
難
所
の
新

型
コ
ロ
ナ
対
策

  

・�

市
内
の
感
染
者
が
出
た
場
合

の
公
表
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い
可
能
性
が
あ
る
と
市
長
が
判
断

し
た
場
合
、
責
任
を
も
っ
て
公
表

す
る
。

　
　

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
生
活
困
窮
者
の

現
状
と
そ
の
対
策

②
コ
ロ
ナ
関
連
自
殺
で
三
木
市
が

行
う
対
策

③
第
２
波
に
備
え
た
加
東
健
康
福

祉
事
務
所
北
播
磨
管
内
で
の
他
市

と
の
連
携

④
学
校
再
編
に
係
る
影
響
と
今
後

の
予
定

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

問

⑤
多
く
の
人
に
情
報
を
し
っ
か
り

と
正
確
に
早
く
届
け
る
発
信
力
・

広
報

　
　

①
本
年
４
月
、
５
月
の
相
談

件
数
は
２
７
３
件
で
、
こ
の

う
ち
の
１
３
６
件
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
起
因
と
し
た

相
談
と
な
っ
て
お
り
、
主
な
も
の

と
し
て
、
住
居
確
保
給
付
金
や
特

別
定
額
給
付
金
、
持
続
化
給
付

金
、
緊
急
小
口
資
金
等
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
と
な
っ
て
い
る
。

②
市
の
取
組
と
し
て
、
電
話
相
談

で
対
応
す
る
こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
相
談
窓

口
で
は
、
精
神
保
健
福
祉
士
等
の

資
格
を
有
す
る
専
門
員
が
月
曜
か

ら
金
曜
の
９
時
か
ら
17
時
ま
で
専

用
電
話
で
市
民
か
ら
の
電
話
相
談

に
応
じ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
時

間
帯
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
い
の

ち
と
心
の
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
の

電
話
番
号
を
案
内
す
る
こ
と
で
24

時
間
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
殺
の
危
険
を
示
す
サ

イ
ン
に
気
づ
き
、
悩
み
事
が
あ
る

方
に
声
を
か
け
る
※
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
の
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で

答

い
る
。
平
成
29
年
か
ら
地
域
の
実

情
に
詳
し
い
民
生
委
員
及
び
主
任

児
童
委
員
を
主
体
に
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
研
修
会
を
年
１
回
開

催
し
て
お
り
、
こ
の
３
年
間
で

１
６
３
人
の
民
生
委
員
に
受
講
い

た
だ
い
た
。

③
３
月
３
日
に
加
東
健
康
福
祉
事

務
所
が
開
催
し
た
連
絡
会
議
で

は
、
県
に
お
け
る
感
染
症
へ
の
対

応
状
況
と
相
談
体
制
、
並
び
に
各

市
町
の
対
策
本
部
設
置
状
況
や
消

防
本
部
の
取
組
等
に
つ
い
て
情
報

共
有
を
行
っ
た
。

④
志
染
・
緑
が
丘
中
学
校
区
、
吉

川
の
小
学
校
区
で
は
統
合
準
備
委

員
会
等
が
開
催
で
き
な
い
状
況
が

続
い
て
い
た
が
、
６
月
か
ら
各
部

会
、
意
見
交
換
会
等
を
再
開
し
、

次
回
の
統
合
準
備
委
員
会
を
７
月

中
旬
か
ら
下
旬
に
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

ま
た
、
５
月
に
立
ち
上
げ
を
予

定
し
て
い
た
星
陽
・
三
木
中
学
校

区
に
つ
い
て
も
、
第
１
回
統
合
準

備
委
員
会
を
７
月
中
に
開
催
し
た

志
公

�

新
井 
謙
次 

議
員

【
質
疑
】

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

  

・�

財
産
の
取
得

【
一
般
質
問
】

  

・�

バ
ス
交
通

  

・�

市
内
道
路
の
路
面
標
示
と
交

通
安
全

  

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

▲ �ゲートキーパー手帳

みき市議会だより176号
令和2年6月 定例会 12



　
　

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
に

よ
る
、
生
活
保
護
な
ど
の
相
談
受

付
体
制
及
び
受
付
状
況

②
聞
き
取
り
を
簡
易
に
す
る
こ
と

③
自
動
車
の
保
有
要
件
の
緩
和

④
医
療
扶
助
の
運
用
緩
和

　
　

①
生
活
保
護
な
ど
の
相
談
体

制
は
、
５
月
25
日
か
ら
相
談

員
を
１
名
追
加
で
配
置
し
、
生
活

保
護
係
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
５

名
、
生
活
支
援
係
の
相
談
員
３

名
、
計
８
名
の
体
制
と
な
っ
て
い

生
活
困
窮
者
支
援

問答

る
。
本
年
４
月
、
５
月
の
相
談
件

数
は
２
７
３
件
と
、
昨
年
同
時
期

の
44
件
か
ら
大
幅
に
増
加
し
、
こ

の
う
ち
、
１
３
６
件
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
起
因
と
し

て
生
活
に
困
窮
さ
れ
た
方
か
ら
の

相
談
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
申

請
受
付
の
件
数
と
し
て
は
、
住
居

確
保
給
付
金
は
、
昨
年
度
同
時
期

の
０
件
か
ら
８
件
と
増
加
し
、
こ

の
う
ち
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
も
の
は
５
件

と
な
っ
て
い
る
。

　

生
活
保
護
の
申
請
は
、
本
年
４

月
、
５
月
は
20
件
で
昨
年
同
時
期

の
12
件
か
ら
大
幅
に
増
加
し
、
こ

の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
も
の
は
３

件
と
な
っ
て
い
る
。

②
申
請
の
意
思
が
あ
る
方
に
対
し

て
は
、
生
活
保
護
の
要
否
判
定
に

必
要
な
家
族
や
平
均
収
入
等
の
状

況
の
み
を
聴
き
取
り
し
、
そ
の
他

の
情
報
は
後
日
、
電
話
で
聴
き
取

り
す
る
等
、
面
接
時
間
が
長
時
間

に
な
ら
な
い
よ
う
工
夫
す
る
こ
と

い
と
考
え
て
い
る
。

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
手

話
、
字
幕
入
り
の
動
画
を
配
信
す

る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
が
な
い
方
へ
も
迅
速
に
情
報

を
お
伝
え
す
る
た
め
、
必
要
な
情

報
を
連
日
エ
フ
エ
ム
三
木
で
放
送

を
行
っ
た
。
ま
た
、
三
木
安
全
安

心
ネ
ッ
ト
へ
の
登
録
や
、
携
帯
電

話
等
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
、

８
月
か
ら
導
入
予
定
の
防
災
緊
急

通
知
シ
ス
テ
ム
へ
の
積
極
的
な
登

録
を
お
願
い
し
て
い
く
。

　
　

自
殺
予
防
に
関
す
る
市
民
へ

の
啓
発
に
つ
い
て
問
う
。

　
　

９
月
と
３
月
に
自
殺
防
止
啓

発
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
、
市
内
10
か
所
で
こ
こ
ろ
の

相
談
窓
口
の
電
話
番
号
が
記
載
さ

れ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
市
民
約
３
千

人
へ
配
布
し
て
い
る
。

問答※
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声

を
か
け
、
話
を
聴
い
て
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
る
、
見
守
る
人

日
本
共
産
党

�

大
眉  

均 

議
員

【
質
疑
】

  

・�

三
木
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

【
一
般
質
問
】

  

・�

生
活
困
窮
者
支
援

  

・�

中
小
企
業
支
援

  

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策

  
・�

こ
ど
も
の
支
援
策

▲ �生活困窮者支援制度のリーフレット
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と
さ
れ
て
い
る
。

③
通
常
、
自
動
車
に
つ
い
て
は
処

分
の
指
導
を
行
う
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
緊
急
事
態
措
置
期
間
の
経

過
後
に
収
入
が
増
加
す
る
と
考
え

ら
れ
る
場
合
に
は
、
通
勤
用
の
自

動
車
の
保
有
を
認
め
る
よ
う
取
り

扱
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

④
生
活
保
護
の
方
が
医
療
機
関
を

受
診
す
る
場
合
、
受
診
の
申
請
を

電
話
等
で
市
の
保
護
担
当
に
伝
え

て
い
た
だ
き
、
受
診
時
に
必
要
な

受
診
券
の
発
行
を
待
た
ず
に
受
診

し
、
後
日
、
市
が
直
接
医
療
機
関

と
や
り
と
り
し
て
も
差
し
支
え
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
こ
の

通
知
に
の
っ
と
っ
て
い
る
が
、
今
後

も
引
き
続
き
、
支
援
を
必
要
と
す
る

方
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　

生
活
困
窮
へ
の
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
広
報
等
に
よ
る

生
活
保
護
制
度
を
は
じ
め
と
し
た

制
度
や
施
策
の
周
知
方
法
を
問
う
。

　
　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
、
生
活
に
困
っ
て
お
ら
れ

る
方
が
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で

生
活
保
護
の
ペ
ー
ジ
を
開
く
こ
と

問答

が
で
き
る
よ
う
表
示
の
工
夫
を

行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
市
の
広
報
な
ど
あ
ら
ゆ

る
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
生
活
保

護
に
つ
い
て
の
市
民
の
理
解
を
深

め
て
い
く
と
と
も
に
、
生
活
保
護

の
申
請
を
た
め
ら
う
こ
と
の
な
い

よ
う
、
民
生
委
員
の
皆
様
に
も
啓

発
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

①
火
災
事
案
及
び
救
急
事
案

の
推
移
と
傾
向

②
非
常
招
集
等
も
含
め
た
消
防
職

員
の
勤
務
形
態

③
分
署
の
適
正
配
置
と
効
果
的
な

部
隊
編
成

消
防
職
員
の
適
正
配
置

問

④
職
員
の
健
康
維
持
及
び
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

⑤
服
務
規
律
の
確
保
と
不
祥
事
再

発
防
止
策

　
　

①
火
災
事
案
に
つ
い
て
は
、

出
火
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
建
物
火
災
の
割
合
が

半
数
近
く
を
占
め
て
お
り
、
ま

た
、
あ
ぜ
焼
き
か
ら
の
火
災
事
案

が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
市
の

広
報
や
広
報
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ

て
、
火
災
予
防
の
啓
発
や
注
意
喚

起
を
行
っ
て
い
る
。

　

救
急
事
案
に
つ
い
て
は
、
年
々

増
加
し
て
お
り
、
令
和
元
年
の
出

動
件
数
は
４
千
38
件
で
過
去
最
高

と
な
っ
て
お
り
、
10
年
前
と
比
較

す
る
と
約
千
件
の
増
加
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
救
急
搬
送
率
が
平
成
28
年
か

ら
60
％
を
超
え
る
状
況
で
あ
り
、

今
後
し
ば
ら
く
は
増
加
傾
向
に
あ

る
と
予
測
し
て
い
る
。

②
消
防
署
は
本
署
と
広
野
、
吉
川

の
２
分
署
が
あ
り
、
毎
日
勤
務
者

と
、
24
時
間
勤
務
の
２
交
替
で
勤

務
す
る
職
員
で
各
種
災
害
に
対
応

し
て
い
る
。
火
災
や
救
急
救
助
な

答

ど
の
災
害
対
応
に
当
た
る
警
防
人

員
は
、
本
署
で
45
名
、
分
署
は
各

14
名
を
配
置
し
、
２
交
替
で
勤
務

し
て
い
る
。
交
替
制
で
勤
務
す
る

職
員
の
勤
務
時
間
は
、
朝
８
時
30

分
か
ら
翌
日
の
朝
８
時
30
分
で
、

そ
の
後
非
番
と
し
て
休
み
に
な
る

が
、
非
番
で
あ
っ
て
も
各
種
訓
練

へ
の
参
加
や
災
害
発
生
時
に
非
常

招
集
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
災
害

が
発
生
し
た
際
に
は
、
近
隣
消
防

本
部
へ
の
応
援
要
請
と
警
防
体
制

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
非
番
職

員
に
対
し
非
常
招
集
を
行
っ
て
い

る
。

③
昨
年
度
調
査
分
析
し
た
三
木
市

消
防
本
部
の
消
防
力
適
正
配
置
等

調
査
結
果
で
は
、
消
防
力
の
運
用

効
果
が
高
い
の
は
現
在
の
３
署
体

制
で
あ
り
、
現
状
の
体
制
で
一
定

の
効
率
性
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
消
防
本
部
の
こ
れ

走
政
ク
ラ
ブ

�
古
田 

寛
明 

議
員

【
質
疑
】

  

・�

三
木
市
一
般
会
計
補
正
予
算

【
一
般
質
問
】

  

・�

消
防
職
員
の
適
正
配
置
  

・�

学
校
再
開
後
の
教
育
活
動
  

・�

教
職
員
の
働
き
方
改
革
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政務活動費とは、議員が行う調査研究その他の活動に必要な経費の一部として市が支給する
費用のことです。
三木市では、議員１人あたり年額12万円を会派（所属議員が１人の場合を含む）に対して
交付しています。

（単位：円）

会 派 名

議
員
数

（人）

交　付
決定額

執行額
左　　の　　内　　訳

戻入額調　 査
研究費

研修費 広報費 広聴費
要請・陳
情活動費

会議費
資　料
作成費

資　料
購入費

よつ葉の会 4 480,000 320,052 312,752 1,800 5,500 159,948

公 政 会 3 350,000 333,554 333,554 16,446

公 明 党 2 240,000 173,135 173,135 66,865

日本共産党 2 240,000 240,000 219,560 9,900 6,600 3,940 0

三 木 新 党 2 250,000 0 250,000

志 公 2 230,000 120,388 118,218 2,170 109,612

走政クラブ 1 120,000 30,122 30,122 89,878

計 16 1,910,000 1,217,251 333,554 853,787 9,900 6,600 0 0 1,800 11,610 692,749

令和元年度　政務活動費収支報告

　
　

三
木
市
管
内
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

疑
い
が
あ
る
高
熱
者
、
い
わ
ゆ
る

疑
似
患
者
と
呼
ば
れ
る
人
の
搬
送

事
例
は
何
件
く
ら
い
あ
っ
た
か
。

　
　

今
年
の
２
月
以
降
、
感
染
疑

い
で
救
急
搬
送
し
た
傷
病
者

の
う
ち
、
搬
送
し
た
医
療
機
関
の

医
師
の
判
断
で
21
名
の
方
が
※
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
た
が
、
全
て

陰
性
で
あ
っ
た
。
な
お
、
救
急
隊

に
お
い
て
は
手
袋
、マ
ス
ク
、ゴ
ー

グ
ル
、
感
染
防
止
衣
を
着
装
し
、

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
い

る
。
ま
た
、
搬
送
後
は
救
急
車
の

消
毒
を
行
い
、
次
の
救
急
事
案
に

備
え
て
い
る
。

問答

か
ら
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
方

針
、
計
画
を
策
定
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

④
職
員
の
健
康
維
持
対
策
に
つ
い

て
は
、
定
期
健
康
診
断
と
深
夜
業

務
に
従
事
す
る
隔
日
勤
務
職
員
を

対
象
と
し
た
健
康
診
断
を
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
問
診
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

に
つ
い
て
は
、
職
場
内
で
の
早
期

異
常
発
見
に
努
め
て
お
り
、
必
要

に
応
じ
て
面
談
を
行
っ
て
い
る
。

⑤
昨
年
４
月
か
ら
出
勤
時
の
ア
ル

コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
と
運
転
免
許
証

の
確
認
を
行
っ
て
い
る
中
、
本
年

３
月
に
所
属
職
員
の
不
祥
事
が
発

生
し
た
こ
と
か
ら
、
４
月
20
日
に

消
防
本
部
不
祥
事
防
止
対
策
委
員

会
を
設
置
し
、
過
去
の
不
祥
事
の

原
因
究
明
と
今
後
の
防
止
策
の
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
７
月
中
に
は

防
止
策
や
今
後
の
組
織
全
体
の
体

制
等
を
職
員
に
周
知
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
服
務
規
律
の
確
保
を

図
り
、
悩
み
を
相
談
し
や
す
い
職

場
環
境
の
整
備
に
努
め
、
再
発
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

※
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

鼻
の
奥
か
ら
粘
液
を
採
取
し
、
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新型コロナウイルス感染症対策のため
議会費を削減しました

三木市議会では、新型コロナウイルス感染症による市民生活や地域経済への影響を考慮し、今後、
一層の支援が必要になると見込まれることから、令和2年度の議会費について、以下のとおり削
減することを決定しました。
①期末手当　539万 8千円
　議員全員（16人）の令和2年12月の期末手当を30%減額
　〔議員提出議案〕
②政務活動費　96万円
　令和2年度政務活動費を50％減額
　〔議員提出議案〕
③行政視察経費　238万円
　令和2年度の各委員会の行政視察を中止

合計873万 8千円

※�①期末手当の財源については、新型コロナウイルス感染症対策として支援が必要な事業を市
当局と一体となり、見極めたうえで、活用します。

※�②政務活動費及び③行政視察経費の財源については、子育て世帯に対する市独自の支援に活
用するよう市当局に要請し、６月定例市議会の追加提出議案で予算措置されました。

三木市議会事務局　電話 0794（89）2309  　市のホームページアドレスは…https://www.city.miki.lg.jp/

　議員が選挙区内でのまつりや会合などへの祝儀、季節の贈答品などの寄付行為をしたり、

暑中見舞など時候のあいさつ状を出すことは公職選挙法で禁止されています。

　市民の皆様方のご理解とご協力をお願いいたします。

暑中見舞い等の禁止について

9月定例会のお知らせ

9月   1日（火） 議案上程・市長提案説明

10日（木）
質疑・一般質問

11日（金）

14日（月） 予備日

29日（火） 討論・採決等

次回定例市議会は下記の日程で行う予定です。

※いずれも午前10時から開催する予定です。
　詳しくは議会事務局までお問い合わせいただくか、市のホームページをご覧ください。

本会議の様子を
ラジオ「エフエム三木」
� （76.1ＭＨｚ）
で生放送します
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